
(57)【要約】

【課題】多種成分を含有する焼却飛灰に対応し、飛灰が

加熱脱塩素化装置１３内部で固化、付着することなく、

幅広い脱塩素化処理温度範囲において安定的に円滑な操

業ができる飛灰処理方法を提供する。

【解決手段】ダイオキシン類などの有害物質を含有する

飛灰を加熱脱塩素化処理装置１３で処理した後、冷却装

置１４で冷却する飛灰処理方法であって、飛灰中に含有

される水酸化カルシウムと塩化カルシウムとを計量し、

計量結果に基づき、飛灰中に含有される水酸化カルシウ

ムと塩化カルシウムとの物質量比（水酸化カルシウム／

塩化カルシウム）が１．５以上となるように水酸化カル

シウムを貯蔵層２１から添加し、加熱脱塩素化処理した

後冷却することを特徴とし、好ましくは飛灰中に含有さ

れる水酸化カルシウムと塩化カルシウムとを計量するた

めの飛灰サンプルを、飛灰が加熱脱塩素化処理装置１３

に導入される前の搬送工程１２で採取する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 を 含 有 す る 飛 灰 を 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し た 後 、 冷 却 す る 飛
灰 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 し 、 前 記 計 量
結 果 に 基 づ き 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 物 質 量 比 （ 水
酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム ） が １ ． ５ 以 上 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 飛 灰 に
添 加 し 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し た 後 、 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 飛 灰 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 す る た め の 飛
灰 サ ン プ ル を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の 搬 送 工 程 で 採 取 す る 請
求 項 １ 記 載 の 飛 灰 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の 搬 送 工 程
で 添 加 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 飛 灰 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 に 直 接 添 加 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記
載 の 飛 灰 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 前 記 物 質 量 比 が ３ ． ０ 以 上
と な る よ う に 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 飛 灰 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ４ ０ ０ ℃ 以 上 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 飛 灰 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 飛 灰 処 理 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 還 元 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 飛 灰 処 理 方 法 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 を 含 有 す る 飛 灰 の 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ
り 、 よ り 詳 し く は 、 ご み 焼 却 時 に 発 生 し た 排 ガ ス か ら 分 離 、 集 塵 捕 集 さ れ 、 前 記 有 害 物 質
を 含 有 す る 飛 灰 の 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 都 市 ご み 焼 却 施 設 な ど で ご み を 焼 却 す る 場 合 、 焼 却 排 ガ ス 中 に は 、 燃 え 殻 と 、 塩 化 水 素
、 二 酸 化 硫 黄 な ど に 代 表 さ れ る 酸 性 ガ ス が 含 ま れ て お り 、 前 記 酸 性 ガ ス を 中 和 す る た め に
、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム な ど の 排 ガ ス 処 理 剤 が 煙 道 中 に 噴 霧 さ れ る 。 こ れ に 伴 っ て 発 生 す る 煤
塵 、 す な わ ち ご み 焼 却 飛 灰 は 、 バ グ フ ィ ル タ な ど の 集 塵 装 置 で 排 ガ ス 流 か ら 分 離 さ れ る が
、 前 記 飛 灰 中 に は 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 水 素 と の 反 応 に よ り 生 成 し た 塩 化 カ ル シ ウ ム
や 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 未 反 応 分 だ け で な く 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 が 含 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 ご み 焼 却 時 に 発 生 す る ダ イ オ キ シ ン 類 の 有 毒 性 が 指 摘 さ れ 、 排 ガ ス 中 に 含 ま れ る
ダ イ オ キ シ ン 類 の 含 有 量 に つ い て は 大 気 汚 染 防 止 法 に よ っ て 規 制 さ れ 、 ま た 、 ご み 焼 却 飛
灰 中 に 含 ま れ る ダ イ オ キ シ ン 類 に つ い て も ダ イ オ キ シ ン 類 対 策 特 別 措 置 法 に よ っ て ３ ｎ ｇ
／ ｇ に 規 制 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 飛 灰 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 を 低 減 す る た め 、 例 え ば ハ ー ゲ ン マ イ ヤ ー 式 装 置 の
よ う な 飛 灰 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 で 、 飛 灰 の 脱 塩 素 化 処 理 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 で 加 熱 さ れ た 飛 灰 が 、 前 記 装 置 内 部 で 固 化 し 、 装 置 内
に 付 着 す る こ と に よ り 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 の 運 転 が 妨 げ ら れ た り 、 装 置 が 損 傷 す る ト ラ ブ
ル が 発 生 し 、 飛 灰 処 理 の 操 業 に 支 障 を き た す 問 題 が 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 に お け る 飛 灰 の 固 化 、 付 着 を 解 消 す る 手 法 と し て 、 集
塵 装 置 に よ り 捕 集 さ れ た 飛 灰 に 、 熱 分 解 装 置 内 に 直 接 若 し く は 該 装 置 の 上 流 側 で 、 消 石 灰
類 を 前 記 飛 灰 の 約 ２ ５ ｗ ｔ ％ 以 上 添 加 し て 、 飛 灰 の 融 点 を 装 置 内 温 度 よ り も 高 い 温 度 ま で
上 昇 さ せ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 方 法 で は 、 飛 灰 の 融 点 を 装 置 内 温 度 よ り も 高 い 温 度 ま で 上 昇 さ せ る
こ と が 必 須 で が あ る が 、 含 有 成 分 が 多 種 多 様 な あ る ゆ る 飛 灰 に 対 応 し 、 安 定 的 に 飛 灰 の 融
点 を 目 的 温 度 ま で 上 昇 さ せ る こ と は 容 易 で は な く 、 仮 に 融 点 を 上 昇 さ せ る こ と が で き た と
し て も 高 々 ４ ０ ０ ℃ を 少 し 超 え る 程 度 で あ る た め 、 装 置 内 温 度 を そ れ よ り 低 い ３ ５ ０ ～ ３
８ ０ ℃ 程 度 に 抑 え る 必 要 が あ っ た が 、 こ の よ う な 装 置 内 温 度 で は 脱 塩 素 化 反 応 の 反 応 速 度
が 十 分 に 大 き い と は 言 え ず 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 分 解 効 率 は 必 ず し も 十 分 と は 言 え な か
っ た 。 ま た 、 こ の 方 法 で は 、 消 石 灰 類 の 添 加 量 を 飛 灰 量 基 準 で 決 定 し て い る た め 、 飛 灰 中
に 含 ま れ る 成 分 は ご み の 種 類 に よ っ て バ ラ ツ キ が あ る こ と を 考 慮 す る と 、 ご み の 種 類 に よ
っ て 、 固 化 、 付 着 を 防 止 す る 効 果 に も バ ラ ツ キ が あ り 、 そ の 安 定 性 に 改 善 の 余 地 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ４ ６ ２ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 前 述 の 状 況 に 鑑 み 、 解 決 し よ う と す る と こ ろ は 、 多 種 多 様 の 成 分 を 含
有 す る あ ら ゆ る ご み 焼 却 飛 灰 に 対 応 し て 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 で 固 化 、 付 着
す る こ と な く 、 幅 広 い 脱 塩 素 化 処 理 温 度 範 囲 に お い て 、 安 定 的 に 円 滑 な 操 業 が で き る 飛 灰
処 理 方 法 を 提 供 す る 点 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 に お け る 飛 灰 固 化 、 付 着 の 原 因 物 質 が 、 排 ガ ス 中 に 含 ま
れ る 酸 性 ガ ス を 中 和 す る 際 に 生 成 し た 塩 化 カ ル シ ウ ム と 、 該 中 和 処 理 の た め に 排 ガ ス 中 に
予 め 添 加 さ れ た 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 未 反 応 物 と の 下 記 式 （ １ ） の 反 応 に よ っ て 生 成 す る Ｃ
ａ Ｃ ｌ Ｏ Ｈ と 思 わ れ 、 こ の Ｃ ａ Ｃ ｌ Ｏ Ｈ が 高 温 （ 例 え ば 、 ３ ０ ０ ℃ 以 上 ） に 加 熱 さ れ て 焼
き 固 ま る こ と で 緻 密 で 強 度 の 大 き い 焼 結 体 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 付 着 の 原 因 と な る
こ と を 知 見 し 、 さ ら に は 該 原 因 物 質 が 焼 き 固 ま る と き の 焼 結 体 硬 度 を 小 さ く す る 方 法 を 見
出 し 、 な さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ Ｏ Ｈ に 予 め 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 特 定 量 混 合 す る こ と に よ
っ て 前 記 の よ う な 焼 結 が 阻 害 さ れ 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ Ｏ Ｈ が 焼 き 固 ま っ た と し て も 、 そ の 硬 度 を 小
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さ く す る と い う も の で あ り 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 を 含 有 す る 飛 灰 を 加 熱 脱 塩 素
化 処 理 し た 後 、 冷 却 す る 飛 灰 処 理 方 法 で あ っ て 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と
塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 し 、 前 記 計 量 結 果 に 基 づ き 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化
カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 物 質 量 比 （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム ） が １ ．
５ 以 上 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 飛 灰 に 添 加 し 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し た 後 、 冷 却 す
る こ と を 特 徴 と す る 飛 灰 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 処 理 対 象 と な る 飛 灰 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 を 含 有 す る 煤
塵 の こ と を 言 い 、 代 表 的 に は 、 ご み 焼 却 施 設 で 発 生 し た 排 ガ ス か ら 分 離 、 集 塵 捕 集 さ れ た
煤 塵 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 す る た
め の 飛 灰 サ ン プ ル を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の 搬 送 工 程 で 採 取
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の
搬 送 工 程 で 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 或 い は 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 に 直 接 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 前 記 物 質 量 比 が ３
． ０ 以 上 と な る よ う に 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 ４ ０ ０ ℃ 以 上 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し て も よ く 、 還 元 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素
化 処 理 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 に し て な る 本 願 発 明 に 係 る 飛 灰 処 理 方 法 に よ れ ば 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル
シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 物 質 量 比 （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム ） が １ ． ５ 以
上 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 飛 灰 に 添 加 す る こ と に よ り 、 多 種 多 様 の 成 分 を 含 有 す
る あ ら ゆ る 飛 灰 に 対 応 し 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る こ と な
く 、 安 定 的 に 円 滑 な 操 業 が で き る も の と な り 、 か つ 前 記 装 置 の 維 持 管 理 が 容 易 と な る と と
も に 、 最 小 限 の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 使 用 量 で 飛 灰 を 処 理 す る こ と が で き る た め 、 飛 灰 処 理 コ
ス ト を 低 減 す る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 す る た
め の 飛 灰 サ ン プ ル を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の 搬 送 工 程 で 採 取
す る こ と で 、 容 易 に サ ン プ リ ン グ で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の
搬 送 工 程 で 添 加 す る こ と に よ り 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 で 飛 灰 の 焼 結 が 開 始 さ れ る 前 に 添
加 で き る の で 、 よ り 確 実 に 焼 結 を 防 止 し 安 定 的 に 円 滑 な 操 業 が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 或 い は 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 に 直 接 添 加 し て も 、 飛 灰 が
加 熱 脱 塩 素 化 装 置 内 部 で 焼 き 固 ま り 、 付 着 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 前 記 物 質 量 比 が ３ ．
０ 以 上 と な る よ う に 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 す る こ と に よ り 、 付 着 原 因 物 質 の 硬 度
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を よ り 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 ４ ０ ０ ℃ 以 上 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る こ と に よ り 、 脱 塩 素 化 の 反 応 速 度 の 大 き
い 環 境 で 効 率 良 く 処 理 す る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る こ と に よ っ て も 、 或 い は 還 元 雰 囲 気 下
で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る こ と に よ っ て も 、 前 述 の と お り 、 飛 灰 が 焼 き 固 ま り 、 付 着 す る こ
と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施
例 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 飛 灰 処 理 方 法 を 実 施 す る 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図
中 符 号 １ は 焼 却 排 ガ ス 流 路 、 １ ａ は 飛 灰 流 路 、 １ ｂ は 排 ガ ス 流 路 、 ２ は 処 理 後 の 飛 灰 流 路
、 １ １ は 集 塵 機 、 １ ２ は 搬 送 工 程 、 １ ３ は 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 、 １ ４ は 冷 却 装 置 、 ２ １ は 水
酸 化 カ ル シ ウ ム 貯 蔵 槽 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 飛 灰 処 理 方 法 は 、 前 述 の と お り 、 ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害 物 質 を 含 有 す
る 飛 灰 を 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し た 後 、 冷 却 す る 飛 灰 処 理 方 法 で あ っ て 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る
水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 し 、 前 記 計 量 結 果 に 基 づ き 、 飛 灰 中
に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 物 質 量 比 （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化
カ ル シ ウ ム ） が １ ． ５ 以 上 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 飛 灰 に 添 加 し 、 加 熱 脱 塩 素 化
処 理 し た 後 、 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 添 加 量 は 、 飛 灰 中 に 含 ま れ る 塩 化 カ ル シ ウ ム の 量 に 応 じ て 決 定
さ れ る も の で あ り 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 が １ ． ５ 以 上 と な る よ う
に 添 加 す る も の と し 、 よ り 好 ま し く は 前 記 物 質 量 比 が ３ ． ０ 以 上 、 ２ ０ 以 下 、 さ ら に 好 ま
し く は ３ ． ０ 以 上 、 １ ０ 以 下 と な る よ う に 添 加 す る の が よ い 。 処 理 対 象 と な る 飛 灰 中 に は
、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 元 々 幾 ら か 含 ま れ て い る 場 合 が 殆 ど で あ り 、 そ の 場 合 に は 、 飛 灰 中
の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 が 前 記 の 物 質 量 比 と な る よ う に 、 不 足 し て
い る 分 量 だ け 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 す る こ と と な る 。 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ
ム 物 質 量 比 を １ ． ５ 以 上 と す る こ と に よ り 、 焼 結 体 硬 度 を 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 で 焼 き 固 ま
り 、 付 着 す る こ と が 防 止 で き る レ ベ ル 、 す な わ ち 前 記 装 置 内 の 搬 送 に よ る 力 で 崩 壊 す る レ
ベ ル ま で 小 さ く す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 記 物 質 量 比 を ３ ． ０ 以 上 と す る こ と に よ り
、 焼 結 体 の 硬 度 は 殆 ど な く な り 、 粉 末 状 と な り 、 よ り 安 定 的 に 円 滑 な 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 が
可 能 と な る 。 前 記 物 質 量 比 は 、 大 き く し 過 ぎ る と 、 使 用 す る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 量 が 増 加
す る と と も に 、 処 理 後 の 飛 灰 発 生 量 が 増 加 し て 、 処 理 コ ス ト が 増 大 す る 傾 向 に あ る た め 、
好 ま し く は ２ ０ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ０ 以 下 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 添 加 方 法 と し て は 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 貯 蔵 槽 ２ １ よ り 、
加 熱 脱 塩 素 化 装 置 １ ３ 内 に 直 接 添 加 し て も よ い し 、 飛 灰 が 該 装 置 １ ３ に 導 入 さ れ る 以 前 の
工 程 に お い て 、 予 め 飛 灰 中 に 添 加 、 混 合 し て お き 、 前 記 混 合 物 を 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 に 導 入
し て も よ い 。 よ り 効 果 的 に 焼 結 を 防 止 す る た め に は 、 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 １ ３ 内 で 飛 灰 の 焼
結 が 開 始 さ れ る 以 前 の 工 程 に お い て 添 加 す る こ と が 好 ま し く 、 前 記 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処
理 装 置 に 導 入 さ れ る 前 の 搬 送 工 程 １ ２ に お い て 添 加 す る こ と が 、 簡 便 で あ り 、 さ ら に 好 ま
し い 。 水 酸 化 カ ル シ ウ ム は 粉 末 の 状 態 で 飛 灰 に 添 加 す る の が 好 ま し く 、 前 記 搬 送 工 程 １ ２
内 に は 、 飛 灰 と 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と を 十 分 に 混 合 す る た め に 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア な ど の
図 示 し な い 混 合 手 段 を 設 け 、 該 混 合 手 段 内 に 導 入 さ れ た 飛 灰 に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 す
る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 飛 灰 中 に 含 ま れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム お よ び 塩 化 カ ル シ ウ ム の 計 量 は 、
従 来 の 化 学 分 析 方 法 に よ り 行 え ば よ く 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 以 下 の よ
う に し て 計 量 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 す る た
め の 飛 灰 サ ン プ ル を 、 採 取 す る 。 こ こ で 、 前 記 飛 灰 サ ン プ ル は 、 飛 灰 が 加 熱 脱 塩 素 化 処 理
装 置 に 導 入 さ れ る 以 前 の 工 程 で 採 取 す れ ば よ く 、 搬 送 工 程 １ ２ で 採 取 す る こ と が 、 容 易 に
サ ン プ リ ン グ で き る こ と か ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に し て 採 取 し た 飛 灰 サ ン プ ル を 蒸 留 水 に 溶 解 し 、 塩 酸 を 用 い て 中 和 滴 定 （ ｐ Ｈ
＝ ９ ） を 行 う こ と で ア ル カ リ を 定 量 し 、 求 め ら れ た ア ル カ リ 分 を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 量 と
す る 。 さ ら に 、 前 記 中 和 滴 定 後 の サ ン プ ル を 、 濾 過 し て 固 液 分 離 す る 。 濾 液 側 に つ い て 、
Ｅ Ｄ Ｔ Ａ キ レ ー ト 滴 定 を 行 い 、 カ ル シ ウ ム を 定 量 す る 。 求 め ら れ た Ｃ ａ 物 質 量 は 、 水 酸 化
カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と の 物 質 量 の 和 と な る 。 以 上 の 操 作 に よ り 、 飛 灰 中 に 含 ま れ
る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム と 塩 化 カ ル シ ウ ム と を そ れ ぞ れ 計 量 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 は 、 飛 灰 中 に 含 有 さ れ る ダ イ オ キ シ ン 類 な ど の 有 害
物 質 を 分 解 す る た め の も の で あ り 、 従 来 と 同 様 、 例 え ば 内 部 に 図 示 し な い 攪 拌 装 置 や 、 コ
ン ベ ア な ど を 適 宜 備 え た 加 熱 脱 塩 素 化 装 置 １ ３ に て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 飛 灰 の 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 を 行 う 際 の 雰 囲 気 温 度 は 、 従 来 と 同 様 、 例 え
ば ３ ０ ０ ℃ 以 上 で 行 わ れ 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 ４ ０ ０ ℃ 以 上 で 行 う こ と が 、 脱 塩 素 化 の
反 応 速 度 の 大 き い 環 境 で 効 率 良 く 処 理 す る こ と が で き る た め 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 時 間 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 が 再 合 成 さ れ な く な る 程 度 ま で と す れ ば よ く
、 例 え ば 、 ３ ０ ０ ℃ に お い て は ６ ０ 分 以 上 、 ４ ０ ０ ℃ に お い て は ３ ０ 分 以 上 と す る の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 飛 灰 中 に 含 ま れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 が １ ．
５ 以 上 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 飛 灰 中 に 添 加 す れ ば 、 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱
塩 素 化 処 理 す る こ と に よ っ て も 、 或 い は 還 元 雰 囲 気 下 で 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 す る こ と に よ っ
て も 、 前 述 の と お り 、 飛 灰 が 焼 き 固 ま り 、 付 着 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る も の と な
る 。 こ こ で 、 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 と は 、 酸 素 が 含 ま れ る 雰 囲 気 で あ っ て 、 例 え ば 空 気 中 な ど
を い う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 し た 後 の 冷 却 は 、 従 来 と 同 様 に 行 わ れ 、 何 ら 限 定 さ
れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 冷 却 装 置 １ ４ に お い て 行 わ れ る も の で あ り 、 ダ イ オ キ シ ン
類 が 再 合 成 さ れ る こ と を 防 止 す る た め 、 ２ ５ ０ ℃ 以 下 ま で 急 冷 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 本 発 明 に 係 る 飛 灰 処 理 方 法 に よ り 処 理 さ れ た 後 の 飛 灰 は 、 図 １ 中 の 流 路 ２ か ら 排 出
さ れ 、 そ の 後 、 セ メ ン ト と 混 練 す る な ど し て 固 化 さ れ る の が 通 常 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 実 施 例 １ ～ ３ 、 比 較 例 １ ）
　 塩 化 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 （ 和 光 純 薬 工 業 株 式 会 社 製 、 特 級 塩 化 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 ） と
水 酸 化 カ ル シ ウ ム （ 奥 多 摩 工 業 株 式 会 社 製 、 Ｊ Ｉ Ｓ 特 号 消 石 灰 ） を 各 々 表 １ に 示 し た 所 定
量 ビ ニ ー ル 袋 に と り 、 そ れ を よ く 混 合 し て サ ン プ ル と し 、 陶 器 製 の 耐 熱 皿 に 入 れ た 。 次 に
、 耐 熱 皿 に 入 れ た 前 記 サ ン プ ル を 、 酸 素 存 在 雰 囲 気 下 （ 空 気 中 ） に お い て 、 ５ ０ ０ ℃ に 設
定 し た 電 気 炉 （ ア ド バ ン テ ッ ク 東 洋 株 式 会 社 製 、 Ｋ Ｍ － ４ ２ ０ ） で １ 時 間 加 熱 を 行 っ た 。
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加 熱 後 、 サ ン プ ル を 取 り 出 し 、 焼 結 し た サ ン プ ル の 硬 さ を み る た め に 、 株 式 会 社 藤 原 製 作
所 製 の 山 中 式 土 壌 硬 度 計 を 用 い て 硬 度 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 硬 度 測 定 方 法 は 、 焼 結 し て 塊 状 と な っ た サ ン プ ル に 、 前 記 硬 度 計 に よ り 荷 重 を 掛 け 、 該
サ ン プ ル が 破 壊 さ れ た と き の 荷 重 を 硬 度 値 と し た 。 尚 、 サ ン プ ル が 焼 結 す る こ と な く 、 粉
末 状 と な っ た 場 合 に は 、 前 記 硬 度 測 定 は 不 可 能 で あ り 、 表 中 で は ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と 記 載 し た
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 合 否 判 定 は 、 焼 結 し て 塊 状 と な っ た サ ン プ ル 硬 度 が 、 焼 結 体 が 一 般 的 な 加 熱 脱 塩 素 化 装
置 内 で の 搬 送 に よ る 力 で 崩 壊 す る 硬 度 レ ベ ル を 基 準 と す る 意 味 か ら 、 ４ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 以 下
と な れ ば 合 格 「 ○ 」 と し 、 ４ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 を 超 え る 場 合 を 不 合 格 「 × 」 と し た 。 ま た 、 サ
ン プ ル が 焼 結 す る こ と な く 粉 末 状 と な り 、 硬 度 測 定 が 不 可 能 と な っ た 場 合 を 合 格 「 ◎ 」 と
し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 １ に 示 し た よ う に 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ５ と し た 実 施
例 １ に お い て は 、 サ ン プ ル 性 状 は 一 部 塊 状 と な っ た も の の 、 硬 度 は ２ ９ ． ４ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と
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な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル を 下 回 り 、 合 格 「 ○ 」 と
な っ た 。 さ ら に 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を ３ ． ０ と し た 実 施 例 ３ に
お い て は 、 サ ン プ ル の 焼 結 は 起 こ ら ず そ の 性 状 は 粉 末 状 と な り 、 合 格 「 ◎ 」 と な っ た 。 一
方 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ０ と し た 比 較 例 １ に お い て は 、 サ
ン プ ル 硬 度 は １ ９ ６ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と な り 、 不 合 格 「 × 」 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 実 施 例 ４ ～ ６ 、 比 較 例 ２ ）
　 サ ン プ ル を 加 熱 す る 際 の 、 電 気 炉 の 設 定 温 度 を ３ ８ ０ ℃ と し た 以 外 は 、 実 施 例 １ ～ ３ お
よ び 比 較 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ４ ～ ６ お よ び 比 較 例 ２ の 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ５ と し た 実 施 例 ４ に お い て は 、 サ ン
プ ル 性 状 は 一 部 塊 状 と な っ た も の の 、 硬 度 は １ ９ ． ６ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処
理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル を 下 回 り 、 合 格 「 ○ 」 と な っ た 。 さ ら に 、 水 酸
化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を ３ ． ０ と し た 実 施 例 ６ に お い て は 、 サ ン プ ル の
焼 結 は 起 こ ら ず そ の 性 状 は 粉 末 状 と な り 、 合 格 「 ◎ 」 と な っ た 。 一 方 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム
／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ０ と し た 比 較 例 ２ に お い て は 、 サ ン プ ル 硬 度 は ９ ８ Ｎ ／
ｃ ｍ 2 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル と な り 、 不 合 格
「 × 」 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 実 施 例 ７ 、 ８ 、 比 較 例 ３ ）
　 電 気 炉 内 に 窒 素 ガ ス を 流 入 さ せ （ ２ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 還 元 雰 囲 気 と し た 以 外 は 、 実 施 例 １ 、
３ お よ び 比 較 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ７ 、 ８ お よ び 比 較 例 ３ の 実 験 を 行 っ た
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ５ と し た 実 施 例 ７ に お い て は 、 サ ン
プ ル 性 状 は 一 部 塊 状 と な っ た も の の 、 硬 度 は ２ ９ ． ４ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処
理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル を 下 回 り 、 合 格 「 ○ 」 と な っ た 。 さ ら に 、 水 酸
化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を ３ ． ０ と し た 実 施 例 ８ に お い て は 、 サ ン プ ル の
焼 結 は 起 こ ら ず そ の 性 状 は 粉 末 状 と な り 、 合 格 「 ◎ 」 と な っ た 。 一 方 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム
／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ０ と し た 比 較 例 ３ に お い て は 、 サ ン プ ル 硬 度 は ９ ８ Ｎ ／
ｃ ｍ 2 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル と な り 、 不 合 格
「 × 」 と な っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 実 施 例 ９ ～ １ １ 、 比 較 例 ４ ）
　 清 掃 工 場 に お い て 実 際 に 排 出 さ れ た 飛 灰 を 用 い て 、 以 下 の と お り 実 験 を 行 っ た 。 ま ず 、
前 記 飛 灰 中 の 塩 化 カ ル シ ウ ム お よ び 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 含 有 量 を 測 定 す る た め に 、 前 記 飛 灰
１ ０ ｇ を 取 り 、 こ れ を １ ０ ０ ｃ ｍ 3 の 蒸 留 水 に 溶 解 し 、 １ Ｎ 塩 酸 で 中 和 滴 定 （ ｐ Ｈ ＝ ９ ）
を 行 っ た 。 こ の と き の 指 示 薬 に は フ ェ ノ ー ル フ タ レ イ ン を 用 い た 。 中 和 滴 定 終 了 後 の 懸 濁
液 を 濾 過 し 、 濾 液 に つ い て Ｅ Ｄ Ｔ Ａ キ レ ー ト 滴 定 に よ る カ ル シ ウ ム イ オ ン の 定 量 を 行 っ た
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の 結 果 、 飛 灰 １ ０ ｇ 中 に 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 が ３ ． ４ ｇ （ ０ ． ０ ２ ３ ｍ ｏ ｌ ）
、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が １ ． ５ ｇ （ ０ ． ０ ２ ０ ｍ ｏ ｌ ） 存 在 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う な 飛 灰 に 対 し て 、 表 ２ に 示 す 所 定 の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量
比 と な る よ う に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 添 加 し 、 混 合 し た も の を サ ン プ ル と し 、 陶 器 製 の 耐 熱
皿 に 入 れ た 。 次 に 、 耐 熱 皿 に 入 れ た 前 記 サ ン プ ル を 、 ５ ０ ０ ℃ に 設 定 し た 電 気 炉 （ ア ド バ
ン テ ッ ク 東 洋 株 式 会 社 製 、 Ｋ Ｍ － ４ ２ ０ ） に 入 れ 、 該 電 気 炉 内 に 窒 素 ガ ス を 流 入 さ せ （ ２
Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 還 元 雰 囲 気 と し て １ 時 間 加 熱 を 行 っ た 。 加 熱 後 、 サ ン プ ル を 取 り 出 し 、 焼
結 し た サ ン プ ル の 硬 度 を 前 記 と 同 様 に し て 測 定 し た 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 表 ２ に 示 し た よ う に 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ５ と し た 実 施
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例 ９ に お い て は 、 サ ン プ ル 性 状 は 一 部 塊 状 と な っ た も の の 、 硬 度 は １ ９ ． ６ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と
な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る 硬 度 レ ベ ル を 下 回 り 、 合 格 「 ○ 」 と
な っ た 。 さ ら に 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を ３ ． ０ と し た 実 施 例 １ １
に お い て は 、 サ ン プ ル の 焼 結 は 起 こ ら ず そ の 性 状 は 粉 末 状 と な り 、 合 格 「 ◎ 」 と な っ た 。
一 方 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ／ 塩 化 カ ル シ ウ ム 物 質 量 比 を １ ． ０ と し た 比 較 例 ４ に お い て は 、
サ ン プ ル 硬 度 は １ ９ ６ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 と な り 、 加 熱 脱 塩 素 化 処 理 装 置 内 で 焼 き 固 ま り 付 着 す る
硬 度 レ ベ ル と な り 、 不 合 格 「 × 」 と な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 飛 灰 処 理 方 法 を 実 施 す る 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ 　 焼 却 排 ガ ス 流 路
　 １ ａ 　 飛 灰 流 路
　 １ ｂ 　 排 ガ ス 流 路
　 ２ 　 処 理 後 の 飛 灰 流 路
　 １ １ 　 集 塵 機
　 １ ２ 　 搬 送 工 程
　 １ ３ 　 加 熱 脱 塩 素 化 装 置
　 １ ４ 　 冷 却 装 置
　 ２ １ 　 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 貯 蔵 槽
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